
「新しい日本の ODA」マニフェスト―国際協力を変える 30の提言  作成プロセス 
 

2006年 2007年 
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月  
＜幹事、事務局の作業＞ 
○7/12（問題提起）                         ○4/25（中間総括）      ○（原案）------------- ○10/3（最終案） 
                                                            ---- ◎10/24（公表！） 
→現状認識と 10の課題マッピング     →各界からの提言の整理、マニフェスト総表案の作成  →マニフェストの作成（10の課題、「30の提言」） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜特定イシュー討論、提言期＞ 
○4/25 ○5/23 ○6/23 ○7/11 
・中間総括、理念と目的（幹事） 
・実施体制（荒木光弥氏） 
・アフリカ支援（宮司正毅氏） 
・国民の参加と理解（田中辰夫氏／岡本岳大氏）

＜マニフェスト取り纏め期＞ 
○8/3 ○8/29  
・取り纏めチームによる原案の

検討・改訂（浅沼信爾氏、荒木

光弥氏、大崎麻子氏、福井龍氏、

及び事務局） 

＜マニフェスト最終案の検討、 
コメント聴取＞ 
 ○10/3 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ 

＜各界からの提言、マニフェスト集中討論期＞ 
○9/11  ○10/25  ○11/29     ○1/11  ○3/5 ○3/27 
・遠山清彦氏（当時、外務政務官） 
・林寛爾氏、吉村隆氏、三科一郎氏（産業界、コンサルタント）

・高橋清貴氏、中島正明氏（NGO） 
・脇阪紀行氏、今里義和氏（メディア） 
・阿部正俊氏、犬塚直史氏（国会議員） 
・草野厚氏、大野健一氏（学界） 

◎ 個人の資格で総勢 120名余が参加（政界 17名、マスコミ
11名、産業界 5名、NGO13名、学界 14名、官界 28名、
実施機関 37名） 
◎ ウェブサイトで随時、議論を公開 

http://www.grips.ac.jp/forum/oda_salon/index.htm 
◎ ワシントン DC開発フォーラムを通じて配信、議論 

GRIPS事務局チーム：大野泉、小嶋雅彦（幹事）、鈴木明日香、尾和潤美 


